
令和５年度学校教育目標 「より良い自分を求め、つながり合い、主体的に未来を切り拓く生徒の育成」 

令和５年度文化祭・合唱祭フル開催 
９月の体育祭、そして１０月の中体連秋季大会などの体育的行事に続き、１０月２７日（金）は令和５年度の

文化祭・合唱祭を開催しました。コロナ禍のため取りやめていた合唱祭を昨年より復活させましたが、今年は、

さらに制限を緩和し、保護者による参観や３年生の学年合唱など、以前の「フル開催」に近い形で実施するこ

とができました。 

ただ、芸術鑑賞については、今年は、オーケストラ公演を実施

したため、大阪交響楽団との日程調整の関係で、１０月１２日（木）

に先行して行いました。このオーケストラ公演は、文化庁の巡回

公演事業の指定を受けて実施できたため、当日は６０人を超える

プロの奏者の演奏を間近で鑑賞することができました。多くの生

徒が音楽の世界のすばらしさ、表現することの楽しさを実感する

ことができ、「本物」に触れる貴重な体験の場となりました。 

文化祭当日は、生徒会によるオープニングセレモニーで開幕

し、全校制作の発表、吹奏楽部の演奏と続きました。全校制作の

発表は、ペットボトルのキャップアートでした。生徒会の呼びかけ

で全校生徒の協力のもと、夏休み中に集めたキャップを使って、

文化祭のテーマである「笑顔」の文字や握手の図柄などをデザイ

ンしました。大変、見応えのあるものでした。また、吹奏楽部の演

奏では、３年生が引退して、わずか１０名という少ない人数でした

が、「サブタイトル」と「やってみよう」の２曲を披露し、部員の少な

さを感じさせない楽しい発表となりました。 

作品展示では、文化部が 1学期から制作してきたスクラッチア

ートや砂絵、屏風など、表現力豊かな作品が展示されており、私

たちの目を楽しませてくれました。また、３年生の修学旅行新聞

も掲示され、学習の成果の発表の場となりました。 

文化祭の最後を飾るのは、合唱祭でした。各学級が１学期に曲

を選定し、指揮者や伴奏者、パートリーダーなどを決めて取り組

んでくれました。本番では、これまで築いてきた学級の絆や団結

力を生かし、感動的な歌声で観客を魅了してくれました。特に、合唱祭最後の３年生の学年合唱「３月９日」は、

迫力があり、卒業に向けての生徒たちの思いや意気込みを実感できるすばらしい発表でした。保護者の他、

来年度入学する高月町内４小学校の６年生にも参加してもらい、盛大な合唱祭になりました。 
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各学級の合唱曲、指揮者、伴奏者（敬称略）は以下のとおりです。  ※個人情報の取扱にご留意ください。 

学級 合唱曲 指揮者 伴奏者 

１年Ａ組 マイバラード 岩﨑 成央 中川 結稀 

１年Ｂ組 COSMOS 林 ゆりあ 䋆澤 愛花 

１年Ｃ組 Let’s Search For Tomorrow 岡 愛唯 小森 涼元 

２年Ａ組 HEIWAの鐘 大山 椋平 野 優那 

２年Ｂ組 空は今 赤木 薙人 横川 拓眞 

２年Ｃ組 My Own Road ～僕が創る明日 後藤 快吏 町本 詩望 

３年Ａ組 あなたへ ～旅立ちに寄せるメッセージ～ 齊田 巡 嶋田 万結 

３年Ｂ組 手紙 ～拝啓十五の君へ～ 横井 咲心 野洌 咲太朗 

３年Ｃ組 旅立ちの時 ～Asian Dream Song～ 熊洞 心花 野村 美緒 

３年学年合唱 ３月９日 片桐 渚紗 野村 美緒 

この合唱コンクールでは、県立河瀬高等学校の富岡先生に審査員をお願いし、ご指導いただきま
した。合唱祭の審査結果は以下のとおりです。 
＜優秀賞＞ １年：Ａ組  ２年：B 組  ３年：Ｃ組  ＜最優秀賞＞ ３年Ｃ組 
＜優秀指揮者賞＞ １年：岩﨑 成央  2 年：後藤 快吏  ３年：齊田 巡   
＜優秀伴奏者賞＞ １年：小森 涼元  ２年：町本 詩望  ３年：野村 美緒 

  ＜１２月＞ 
１日 （金） 1年人権学習、ＰＴＡ運営委員会 
４日 （月） 3年実力テスト 
５日 （火） ２年校外学習、３年法教育 
７日 （木） ３年性に関する指導、学校運営協議会 
８日 （金） ＱＵに関する検査                           
１３日（水） 学校保健委員会 
１８日（月） セレクト給食 
１９日（火）～２１日（木） 学期末三者懇談会 
２２日（金） ２学期終業式 
２４日（日） 冬季休業日 
２８日(木) 学校閉校日（～１月３日） 

＜１月＞           
      １日 （月） 元日  

９日 （火） ３学期始業式 

１２月・冬休みの主な行事 

諸事情により変更や延期を

する場合があります 

＜地域とともに歩む学校づくり＞ 
本校教育の重点の一つに、地域との交流や社会貢献があります。８月に学校運営協議会の事業として、

「ＴＳＫ＝たかつきを すてきに 語ろう会」を開催し、町内の様々な大人の方々と「子どもの未来、地

域の未来」などをテーマに話し合いました。高月の良いところとして、「自然環境が良い」「優しい人が多

い」「誇れる文化財がある」などが出され、より良くするためにどうすればよいかについて意見を交流し

ました。「利便性をよくする」、「皆が交流できるイベントを企画する」など様々な意見が出ました。 

また、本校生徒会のボランティア「天使の羽」の活動では、生徒たちが地域のイベントの運営に協力し

たり、社会福祉施設への訪問を行ったりしています。８月に行われた「子ども縁日」や１１月の高月小学

校創立１５０周年記念事業では、飲食コーナーのスタッフとして活躍してくれました。その他、老人ホー

ムでのお年寄りとの交流や高月社会福祉協議会のほのぼの弁当の包み紙づくり、ユニセフなどの募金活動

も行ってくれました。本校吹奏楽部も日頃の練習の成果の発表の場として、１１月に行われた高月文化の

つどいや古保利小学校創立１５０周年記念事業での記念演奏などに参加し、演奏を披露してくれました。 

全国学力学習状況調査では、毎年、本校生徒の地域行事への参加状況 

や地域をよりよくしたいという意識は全国や県に比べてはるかに高い結 

果が出ています。これは、子どもたちをあたたかく受け入れていただけ 

る地域性によるところが大きいと感じています。 

毎年、本校教育後援会事業に地域から多くの協賛金をいただき、部活 

動の充実や教育環境の整備等に役立てさせていただいています。地域に 

支えられていることへの感謝の思いを忘れずに、今後も地域とともに歩 

む学校づくりに努めたいと考えています。 （ＴＳＫのグループ協議👉） 

 


